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今
月
は
、
飯
田
雅
通
さ
ん
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
、
趣
味
の
登
山
に
つ
い
て
の
記
事

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
27
日
、
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。〝
命
に
か
か
わ
る
リ

ス
ク
は
日
常
の
延
長
線
上
に
あ
る
〟と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
日
本
の
四
季
を
感
じ
ら
れ
る

登
山
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。
災
害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

「
日
本
百
名
山
登
山
し
て
」

  

百
名
山
は
全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
28

歳
の
と
き
に
友
人
５
人
で
石
鎚
山
に
登
っ
て

以
来
、
登
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
年
退
職
し
て
健
康
の
た
め
に
と
思
い
、
四

国
八
十
八
ヶ
所
や
熊
野
古
道
、
鯖
街
道
を
踏

破
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
64
歳
の
と
き
、
北

海
道
の
襟
裳
岬
か
ら
宗
谷
岬
ま
で
を
18
日
間

か
け
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
途
中
で
、
十
勝

岳
や
最
北
の
利
尻
富
士
に
登
っ
た
と
き
に

「
百
名
山
制
覇
」を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

  

私
は
ほ
と
ん
ど
１
人
で
夏
山
登
山
を
し
ま

し
た
。
北
海
道
や
東
北
の
山
は
、
千
歳
や
仙

台
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
民
宿
に
泊

ま
り
な
が
ら
登
山
口
へ
行
き
ま
し
た
。
関
東

以
西
は
、
マ
イ
カ
ー
を
宿
代
わ
り
に
道
の
駅

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
往
復
12
時
間
以
上
か
か

る
と
こ
ろ
は
山
小
屋
を
利
用
し
ま
し
た
。
観

光
地
と
し
て
も
有
名
な
山
に
は
ケ
ー
ブ
ル
や

リ
フ
ト
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
利

用
し
て
歩
行
時
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
約
10
年
間
で
全
て
の
山
を
登
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

  

今
登
山
は
大
人
気
で
、
ご
年
配
の
夫
婦
や

４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
、
ツ
ア
ー
客
で
ど
の

小
屋
も
満
員
で
し
た
。
私
は
１
人
な
の
で
気

楽
な
も
の
の
、
夕
食
の
予
約
を
入
れ
ず
に
レ

ト
ル
ト
食
品
を
食
べ
た
り
、
売
店
で
寝
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
赤
石
の
避
難
小

屋
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
も
と
で
大
勢

で
山
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
骨
折
し
た
人
を
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ぶ
現
場
を
目
撃
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

思
い
出
に
残
っ
た
山
は
、
北
海
道
の
ト
ム

ラ
ウ
シ
、
幌
尻
岳
、
東
北
の
飯
豊
山
、
北
ア

ル
プ
ス
の
剣
岳
、
黒
部
五
郎
岳
、
南
ア
ル
プ

ス
赤
石
岳
で
す
。
ど
の
山
も
自
然
の
ま
ま
の

姿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
山
で
し

た
。
ま
た
、
全
国
各
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
地

域
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味
深

か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

10
年
間
登
山
が
で
き
た
の
も
、
家
族
や
仲

間
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
２
足

の
登
山
靴
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
維

持
の
た
め
に
歩
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
次
は
世
界
遺
産
白
神
山
地
、
北
海
道
積

丹
半
島
！

《
追
記
》

  

木
曽
節
に
歌
わ
れ
て
い
る
御
嶽
山
、
４
年

前
９
月
半
日
か
け
て
登
っ
た
雄
大
な
山
で

す
。
噴
火
が
早
く
治
ま
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

塩
坪
自
治
会
　
飯い
い
だ田

　
雅ま
さ
み
ち通
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平
成
26
年
　
発
掘
調
査
レ
ポ
ー
ト（
上
時
貞
遺
跡
）

　

上
時
貞
遺
跡
は
田
布
施
町
宿
井（
宿
井
団
地
北
側
）の

な
だ
ら
か
な
斜
面
に
あ
る
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
以
降
の

人
々
が
生
活
し
た
痕
跡
を
留
め
て
い
ま
す
。
今
回
調
査

を
し
た
の
は
そ
の
一
部
で
す
。
今
回
の
調
査
で
は
お
お

よ
そ
１
４
０
０
㎡
の
中
に
竪
穴
住
居
が
12
棟
、
掘
立
て

柱
建
物
２
棟
、
土ど
こ
う壙

13
基
、
溝
状
遺
構
11
本
、
柱
穴
状

遺
構
１
４
０
基
と
多
く
の
遺
構
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
遺
物
に
つ
い
て
も
、す
り
石
や
台
石
、

鉄
斧
や
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
総
量
で
は
コ
ン
テ
ナ
20

箱
相
当
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
で
の
実
際
の
作
業
は
、
今
年
の
５
月
31
日
か
ら

重
機
を
使
っ
て
地
面
を
掘
削
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

６
月
９
日
か
ら
は
作
業
員
の
手
作
業
に
よ
る
遺
構
の
検

出
・
精
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
を
続

け
、
９
月
15
日
に
は
現
地
説
明
会
を
行
い
、
40
数
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月
９
日
に
は
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
使
っ
て
遺
跡
の
航
空
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

現
場
で
の
測
量
も
10
月
中
旬
に
終
わ
り
、
上
時
貞
遺
跡

で
の
現
地
作
業
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
田
布
施
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
の

皆
さ
ん
や
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
来

跡
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
財
調
査
室

　

☎
25
‐
３
１
８
５

シリーズ②

文
化
財

広報たぶせNo.933

　たぶせキッズ教室では８月23日(土)、“夏の星
座を知ろう！ ”と銘打って、天体教室が行われま
した。曇天のため、絶好の天体観測日和とはいき
ませんでしたが、それでも天頂に「夏の大三角」を
愛でることができ、おり姫とひこ星の寓話に思い
を馳せました。
　天体観測会に先立って行われた「発射台付きロ
ケット落下傘」の作成では、愛甲先生をはじめ、
田布施天文同好会の皆さまによる懇切丁寧なご指
導のもと、どの子も安全で安心な発射と降下を繰
り返す高性能な落下傘を作り上げることができま
した。会場には、あちらこちらにパラシュートの
花。ゆらりゆらりと宙をたゆたう風情に、嬉々と
して見入る子どもたちの面差しが印象的でした。

地域協育ネット  天体教室　 を知ろう！ 社会教育課

たぶせキッズ教室シリーズ③

　ところでこの「発射台付きロケット落下傘」、打
ち上げ成功の裏側には、指導者の先生方の大変な
ご苦労・ご研鑽がありました。「よく飛ぶ・よく
開く」ことを第一義に、小さな子の手にもなじみ
やすく、また作りやすく、そして安全性にも配

慮。改良に改良を重ねて
紡ぎ出された珠玉の手作
りキットを、子どもたち
へ提供してくださいまし
た。陰に陽にご活躍いた
だいた指導者の先生方に
篤くお礼申し上げます。
ありがとうございまし
た。

▲土器などは海抜標高を記録するため、

　最初の位置に置いたままにします。


